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Ｒ５通年予算 Ｒ６当初予算

コロナ除く コロナ関係予算

令和６年度当初予算（案）の特色
令和６年度当初予算 ５，００２億円
令和５年度２月補正 ５０億円

安心度ＵＰ【１，４４７億円】
～県民の安全・安心な暮らしの実現へ～

知事就任後、初の当初予算として、「未来に引き継げる徳島の実現」をスタート！

２．当初予算の特色

１．令和６年度当初予算 【総額５，００２億円】（コロナ関係予算を除く令和５年度「通年」予算比100.9％ ４５億円増）

こども・子育て関連予算 令和６年度当初予算【１７１億円】

○ 全てのこどもが将来にわたって幸せに生活できる「こどもまんなか社会」
実現のため、ライフステージに応じた切れ目ない支援策を展開！

○ 令和５年度「通年」予算比 「＋９．８％」 １５億円増

○ 令和５年度通年予算比 「＋１．６％」 １１億円増の規模を確保
○ さらに、２月補正において、道路維持補修予算「１６億円」
（道路３か年リフレッシュ対策）を計上し、総額「７０７億円」

■危機管理体制の充実と県土強靱化の推進
■医療・介護・福祉の充実と健康づくりの推進
■徳島新未来創生に向けた教育再生 ■「こどもまんなか社会」の実現
■グリーン社会の構築 ■県民生活の安全・安心の推進
■一人ひとりが自分らしく輝ける社会づくり

魅力度ＵＰ【９２３億円】
～活力とにぎわいの創出～

■地域経済を牽引する企業の成長と新産業の創生
■攻めの農林水産業
■労働力・後継者不足対策の推進 ■観光立県の推進
■国内外から選ばれる魅力的な地域づくり
■スポーツ立県の推進と文化芸術の振興

公共事業予算 令和６年度当初予算【６９１億円】

■行政のＤＸ化 ■特別会計の廃止・統合による１２億円の財源確保 ■ふるさと納税の確保に向けた取組の推進

透明度ＵＰ【８億円】 ～持続可能な行財政運営の推進～

「新時代の政策形成」と
「持続可能な財政運営」を両立！

実質的な増額で
積極的な施策展開！

＜財政目標数値＞
○一般会計「ＰＢ」は黒字を堅持
○「財政調整的基金残高（※１）」は「２５０億円以上」を確保
○「一般会計県債残高（※２）」は「４,６００億円未満」を維持

＜Ｒ６当初編成後＞
○「２７３億円」の黒字
○「３５１億円」を確保
○「４,４５０億円程度」を維持

○ 現在策定中の「徳島新未来創生総合計画」の方向性に沿った施策を展開！
○ スピード感をもって対応すべき、「令和６年能登半島地震」の被災地支援や道路の維持補修、
国の「総合経済対策」に呼応する施策を「２月補正予算」として、当初予算と一体的に編成
○ 「こども未来基金」を活用し、「こども・子育て関連施策」を積極展開！
○ 「令和６年能登半島地震」の被災地支援への迅速な対応などのため、国の動向も踏まえ、予備費を倍増！

１．５億円→３億円

※１ 減債基金のうち、満期一括償還分を除く ※２ 国の防災・減災緊急対策、臨財債及び特別会計の再編に係るものを除く

当初予算 １，４１５億円
２月補正 ３２億円

３.具現化策と持続可能な財政運営の推進

当初予算 ９０９億円
２月補正 １４億円

予算規模の比較（単位：億円）
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令和６年度当初予算の主な事業
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障がい者地域移行体制整備事業 244百万円
障がい者の社会参加を促進するため、受入事業所の整備や人材育成
を支援するとともに、家族のレスパイト充実を図る。

孤独孤立対策総合推進事業 33百万円
誰一人取り残さない社会づくりのため、民間団体の孤独孤立対策へ
の支援や、身近な相談役の養成など、総合的な対策に取り組む。

○県立中央病院本館棟機能強化事業【病院事業会計】 912百万円
県立中央病院南館（ＥＲ棟）との一体的整備による相乗効果発揮のた
め、本館棟における「救命救急」及び「がん治療」の機能強化を行う。

【安心度ＵＰ】 県民の安全・安心な暮らしの実現へ！

危機管理体制の充実と県土強靱化の推進 【６３２億円】

災害対策本部初動対応力強化事業 80百万円
本県の初動対応力を強化するため、今年度常設化した災害対策本部
室を拡張するとともに、運営に必要となる機器類等を整備する。

徳島新時代における災害情報発信強化事業 21百万円
県民目線での防災情報発信のため、安心とくしまホームページ及び
県公式SNS等の改修を行うとともに、県公式LINEの登録を促進する。

官民連携による被災者支援体制プラットフォーム強化・充実事業 4百万円
被災者支援体制の強化・充実を図るため、民間支援団体等による支援
活動の調整役を担う「災害中間支援組織」を県主導で立ち上げる。

一人一人に寄り添った支援体制モデル構築事業 12百万円
大規模災害発生時における被災者の早期生活再建を図るため、市町
村による災害ケースマネジメント実践体制の構築を促進する。

南部防災減災地域力強化推進事業 3百万円
地域防災力の更なる向上のため、南部圏域において、防災の担い手
を育成し、住民による主体的な防災減災対策の推進につなげる。

○南海トラフ巨大地震等対策事業 100百万円
南海トラフ巨大地震等の大規模災害を迎え撃つため、ハード・ソフト両
面から市町村の対策を強力に支援する。

○能登半島地震への支援【２月補正】 164百万円
能登半島地震の被災地支援のため、職員の派遣や支援物資の提供な
ど、人的・物的支援を積極的に実施する。

医療・介護・福祉の充実と健康づくりの推進 【５０５億円】

新次元・とくしま医療人材確保・養成対策事業 169百万円
医師・看護職員の安定的確保のため、修学資金の貸与や、臨床研修医、
若手医師や看護職員の確保に向けた対策など、幅広い施策を展開する。

「データヘルス」推進事業【国民健康保険事業特別会計】 99百万円
健康寿命の延伸を図るため、市町村と連携し、エビデンスに基づいた、
より効率的で効果的な保健事業「データヘルス」に取り組む。

フレイル予防で健康長寿プロジェクト 37百万円
高齢者の自立支援や介護予防推進のため、地域に応じたフレイルモ
デルの構築・普及啓発のほか、フレイル予防に係る意識醸成を行う。

災害に強い持続可能なまちづくりの実現

誰もが住み慣れた地域で安心・健康に暮らせる社会の実現

当初予算 ６１４億円
２月補正 １８億円

当初予算 ４９７億円
２月補正 ８億円
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徳島新未来創生に向けた教育再生 【１１４億円】

○ ｢こどもまんなか｣を目指した県立学校施設機能強化事業 1,438百万円
教育環境の確保や災害時の安心・快適な避難所としての活用のため、
県立学校の体育館空調設備の整備やトイレの環境改善などを行う。

第３海部寮整備事業【一部２月補正】 47百万円
海部高校における県外からの入学希望者の増加に対応するため、旧海
部病院を第３海部寮として整備する。

公立義務教育諸学校情報機器整備事業 435百万円
公立義務教育諸学校１人１台端末の計画的・効率的な更新のため、県が
中心となり、共同調達等を行い、更新経費の一部に対して支援する。

Tokushimaグローカル人財育成事業 22百万円
徳島と世界をつなぐ人材育成のため、教育段階に応じた英語コミュニ
ケーション能力を育成するほか、海外研修・国際交流を推進する。

○教員業務支援員配置促進事業 32百万円
教員が児童生徒への指導や教材研究等に注力できる環境整備のた
め、配付資料の印刷等を行う支援員の小・中学校への配置を支援する。

副校長・教頭マネジメント支援員配置促進事業 26百万円
小・中学校における副校長・教頭の負担軽減のため、学校マネジメント
等の業務を専門的に支援する人材配置を支援する。

産業医面接指導強化事業 5百万円
教員の心身の健康悪化の未然防止や働き方改革推進のため、時間外
在校等時間が多い県立学校教員に対し、産業医の面接指導を実施する。

「こどもまんなか社会」の実現 【１１４億円】

【拡充】子どもはぐくみ医療費助成事業 1,624百万円
子育て世帯の経済的負担を軽減するため、医療費（入院・通院）の助成
対象の18歳までの拡充、所得制限・入院自己負担の撤廃を行う。

【拡充】こうのとり応援事業 42百万円
妊娠を望む夫婦を支援するため、不妊治療（生殖補助医療）に係る
助成制度を創設し、当該事業を行う市町村を支援する。

保育士人材バンク活用促進事業 4百万円
年度途中の保育人材の不足に対応するため、保育士の就職あっせん事
業を活用し、短期雇用の保育士を確保する市町村を支援する。

放課後児童応援し隊事業 5百万円
放課後児童クラブの質の向上のため、専門性を有するアドバイザーの
派遣や体験活動等の機会を提供するサポーター制度の創設などを行う。

社会的養育機能強化事業 58百万円
｢こどもの最善の利益｣を実現するため、児童虐待等で社会的養護を
必要とするこどもに対して、各段階における支援体制を強化する。

「こどもの居場所づくり」支援体制強化事業【２月補正】 14百万円
こどもの居場所の充実のため、運営者への支援体制を強化するとと
もに、多様なニーズに応じた先進的でモデルとなる取組を支援する。

こども食堂「開設・運営」サポート事業【２月補正】 17百万円
こども食堂の取組を県内各地へ広げるため、中間支援団体を通じた
開設・運営のほか、機能強化や広域的な活動への支援を行う。

こども未来基金を活用した施策の展開

新しい時代を創る教育の推進

当初予算 １１３億円
２月補正 １億円

当初予算 １１３億円
２月補正 １億円
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グリーン社会の構築 【２１億円】

ＺＥＶ導入加速化事業【一部２月補正】 309百万円
脱炭素型ライフスタイルへの早期転換のため、県民のＺＥＶ等の購入を
支援するとともに、県有施設に充電器を整備する。

卒ＦＩＴ対応・蓄電池導入促進事業【２月補正】 26百万円
電力の地産地消による災害対応力強化等のため、固定価格買取制度
（ＦＩＴ）の買取期間を終える卒ＦＩＴ者へ、家庭用蓄電池購入を支援する。

ＰＰＡ等による自家消費型太陽光発電導入促進事業 15百万円
ＰＰＡやリースによる個人住宅への設備導入を促進するため、ＰＰＡ等
事業者に対し補助を行うことで、設備導入者の負担軽減を図る。

○地域脱炭素移行・再エネ推進事業 38百万円
脱炭素型ライフスタイルへの早期転換のため、太陽光発電設備の導入
や住宅の省エネ向上に取り組む県民を支援する。

県有林Ｊクレジット取得拡大事業 5百万円
民間企業等の参画による２０５０年カーボンニュートラル実現に向けた
取組を加速するため、県有林におけるＪクレジット創出を推進する。

県民生活の安全・安心の推進 【５１億円】

特殊詐欺対策推進事業 3百万円
急増する特殊詐欺被害の防止を図るため、固定電話やスマホにおい
て、ＡＩをはじめとするデジタル技術を活用した水際対策を推進する。

○未来を拓く！サステナブル徳島・アクションプロジェクト 28百万円
持続可能な消費者市民社会形成のため、「全世代への消費者教育」や
「食」をテーマとする「エシカル消費の実践拡大」等を推進する。

サイバー空間の脅威に対する組織基盤強化事業 14百万円
サイバー空間の脅威に迅速的確に対処するため、解析資機材の増強や
民間知見の導入など、物的基盤・人的基盤の強化等を行う。

先端技術の導入による情報収集・分析能力強化事業 3百万円
SNSの違法有害情報に迅速的確に対応するため、ＡＩによる自動検知
機能等の先端技術を用いた情報収集・分析能力の向上を図る。

リソースの重点化と業務集約による警察力強化事業 36百万円
限られたリソースを最大限活用するため、遺失拾得業務等の行政機能
の集約と警察力の重点化を目的とした業務集約施設を整備する。

一人ひとりが自分らしく輝ける社会づくり 【１０億円】

人権が尊重され誰もが安心して生活できるとくしまづくり事業 15百万円

不当な差別や人権侵害防止のため、意識啓発を推進するほか、ピアカ
ウンセリングの提供、相談窓口の設置など、支援体制の充実を図る。

ダイバーシティとくしま新時代！「混ざり合う社会」応援事業 5百万円

多様な人々の交流促進のため、ユニバーサルカフェ等の取組に対し、

クラウドファンディングによる支援を行うほか、交流会を開催する。

「環境負荷の低減」と「経済成長」の両立

犯罪や消費者被害の少ない社会の実現

人権が尊重され、多様な個性が共生する社会の実現

当初予算 １８億円
２月補正 ３億円

当初予算 ９億円
２月補正 ０．２億円
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【魅力度ＵＰ】活力とにぎわいの創出！

地域経済を牽引する企業の成長と新産業の創生 【６４５億円】

徳島バッテリーバレイ構想推進事業 8百万円
本県の強みを活かした新たな成長産業創出のため、「徳島バッテリーバ
レイ構想」を策定し、蓄電池産業の集積及び人材育成を図る。

○スタートアップ総合支援事業 75百万円
起業促進による地域経済活性化のため、専門家や補助金による支援、
産学官金言連携によるコミュニティ形成により段階に応じた支援を行う。

“ＡＷＡラボ”スタートアップ創出事業 10百万円
スタートアップ・イノベーション創出のため、工業技術センターの支援機
能強化や産学官連携による新製品･新技術の開発支援を行う。

Ｍ＆Ａ型事業承継促進事業 30百万円
企業の成長戦略としてのＭ＆Ａを促進するため、案件の掘り起こし
からマッチング、企業価値を高める磨き上げまで総合的に支援する。

産業ＤＸ／ＧＸ推進環境整備事業【一部２月補正】 16百万円
県内産業全体の底上げのため、県・支援機関・地域金融機関等の連携
によるプラットフォームを設置し、より効率的な支援を推進する。

徳島小松島港赤石地区整備事業＜港湾等整備事業特別会計を含む＞ 471百万円
地域経済の活性化と成長に向けて、増大する貨物需要に対応するた
め、国と連携し、荷役機械及び埠頭用地を整備する。

国際フィーダー航路開設支援事業 17百万円
徳島小松島港の港湾機能強化を図るため、阪神～徳島間の「国際
フィーダー路線」を新たに開設する船会社を支援する。

地域経済の好循環による活力の創出

とくしま新時代海外ＰＲ事業 48百万円
本県農林水産物の輸出拡大を図るため、主要輸出先国や新市場にお
ける販路拡大に向けた戦略的なプロモーションを行う。

食育推進全国大会準備事業 13百万円
食育の推進を県民運動へと高めるため、令和７年度の「食育推進全国
大会」開催に向けた準備を進めるほか、プレイベントを開催する。

「にし阿波いちごタウン」創設事業 3百万円
「夏秋いちご」を核とした地域の活性化を図るため、スマート技術を駆
使した経営安定モデルを確立し、「にし阿波いちごタウン」を形成する。

園芸産地生産拠点創出事業 25百万円
農産物の供給体制強化を図るため、スマート技術など生産性・収益性
向上に資する機能を備えた施設園芸団地の整備を支援する。

○県産木材競争力強化対策事業【一部２月補正】 1,030百万円
国際競争に打ち勝つ木材産業の強化と花粉症発生源対策に取り組む
ため、木材加工流通施設の整備支援等を実施する。

○農山漁村未来創造事業 300百万円
農林水産業の地域課題解決のため、「農林水産業未来創造基金」を活
用し、生産者等の創意工夫による取組を支援する。

県産農林水産物のブランド強化・販路拡大事業 42百万円
本県農林水産物の魅力を国内外に発信するため、ブランド力のある企
業等と連携したプロモーション等を行う。

攻めの農林水産業 【１３９億円】

本県農林水産業の更なる発展

当初予算 ６４５億円
２月補正 ０．１億円

当初予算 １２７億円
２月補正 １２億円
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観光立県の推進 【２９億円】

新時代航空ネットワーク形成事業 300百万円
国際線の充実により「人流・物流・商流」の拡大を図るため、航空会社へ
の運航支援や、空港業務を担う人材の確保への支援などを行う。

戦略的海外プロモーション事業【一部２月補正】 140百万円
インバウンド誘客を推進し、宿泊者増につなげるため、ＳＮＳによる情報
発信や広域連携ＤＭＯ等と連携した観光プロモーションを強化する。

宿泊キャパシティ拡大事業 15百万円
宿泊キャパシティ拡大のため、デベロッパーや投資家に対する誘致活
動を企画・実行するとともに、民泊拡大に向けた気運醸成を行う。

○宿泊施設投資促進事業 （債務負担行為500百万円） 20百万円
新たな宿泊施設立地促進のため、宿泊施設の新増設を支援するととも
に、金融機関からの資金調達に対し、利子補給を行う。

新たな観光コンテンツ創造事業【２月補正】 37百万円
観光コンテンツのブラッシュアップによる誘客のため、観光ＤＸ等に
よる持続可能な観光地づくりやコンテンツの商品化などを支援する。

○徳島観光プロモーション事業 48百万円
「オール徳島」で旅行需要を喚起するため、官民一体となった観光誘
客プロモーションを実施し、戦略的な誘客営業を展開する。

「徳島・みなみ阿波」サステナブル観光強化事業 31百万円
県南エリアのサステナブルな観光地づくりのため、地域特有の自然環
境や文化、歴史等の観光資源を活かしたコンテンツ造成などを行う。

ウェルカムにし阿波！新たな観光・魅力体感事業 36百万円
観光誘客、宿泊者数の増加のため、にし阿波ならではの観光の魅力を
体感できる新たな体験割引キャンペーンなどを行う。

労働力・後継者不足対策の推進 【３７億円】

建設産業の「担い手」育成推進事業 15百万円
建設産業の持続的発展のため、デジタル技術の習得等を支援するとと
もに、重層的下請構造の改善に向けた調査・分析を行う。

タクシー運転手確保支援事業【２月補正】 4百万円
タクシー不足の解消を図るため、タクシー会社が行う労働環境改善や
第二種運転免許取得助成等の運転手確保に向けた取組を支援する。

○とくしま外国人雇用促進事業 8百万円
外国人が働きやすい環境を整備し、雇用を促進するため、外国人と
企業とのマッチングや日本語能力向上等を支援する。

阿波の技能者「ものづくりの祭典」事業 6百万円
未来のものづくり産業を支える人材の育成・確保のため、「ものづく
りの祭典」による効果的な情報発信を行う。

部局横断によるワンストップでの雇用対策の推進

重層的な施策の展開による観光復活

当初予算 ２８億円
２月補正 １億円

当初予算 ３６億円
２月補正 １億円
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国内外から選ばれる魅力的な地域づくり 【２４億円】

ふるさと納税拡大戦略推進事業 80百万円
ふるさと納税の受入額拡大のため、民間事業者との連携により、返礼
品の開発やプロジェクトの選定、効果的なＰＲ等を行う。

既存インフラ等利活用加速化事業 20百万円
官民連携による地域の「魅力やにぎわい」創出を図るため、公募設置管
理制度（Ｐａｒｋ－ＰＦＩ）等の導入可能性について、調査・検討を行う。

徳島ＩＳＴＳ事前推進事業 10百万円
令和７年度、開催予定の「宇宙技術および科学の国際シンポジウム」を
一層、有意義なものとするため、キックオフイベントや出前講座を行う。

女性が輝くとくしま暮らし実現事業 23百万円
女性の移住促進を図るため、女性ファッション誌と連携した移住ハン
ドブックを制作するほか、県内女性起業家等との相談会を開催する。

住んでみんで徳島で！移住交流拡大事業 14百万円
都市部からの人材還流や移住促進のほか、県内企業等の人材不足の
解消にもつなげるため、本県主催の移住フェアを開催する。

スポーツ立県の推進と文化芸術の振興 【４９億円】

スポーツコミッションを核としたスポーツ立県推進事業 34百万円
スポーツによる地域活性化のため、安全対策や競技力向上、合宿・大会
誘致、トップアスリートによるスポーツ教室の開催等に取り組む。

○あわスポーツ・医科学強化プロジェクト 5百万円
競技力向上のため、スポーツ医や大学・企業等と連携し、スポーツ安全
管理に重点を置いた医科学サポート体制を構築する。

【透明度ＵＰ】持続可能な行財政運営の推進！

時代のニーズに対応する県政運営の推進 【８億円】

県庁内部業務ＤＸ化事業 158百万円
内部業務のＤＸ化により職員の負担軽減を図り、政策立案に専念で
きる環境を整備するため、基幹システムの連携及び機能追加を行う。

施設管理デジタルガバメント実装事業 100百万円
「河川・砂防・都市公園」での申請手続について、利用者の利便性向上及
び職員の業務負担軽減のため、オンライン化等を行う。

誰もが訪れたくなる地域の実現

スポーツと文化の力による地域づくり

県民の利便性向上と働き方改革の実現

文化の森千客万来事業 32百万円
文化・芸術の振興を図るため、民間企業との連携により、企画展（恐
竜展、エミール・ガレ展）を開催する。

○「吉野川・あわ文化」を巡るとくしま文化観光推進事業 21百万円
文化観光拠点施設を中核とした観光振興による経済活性化のため、
インバウンドの受入環境整備や文化観光コンテンツの魅力増進を行う。
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令和６年度 こども・子育て関連予算

全てのこどもが将来にわたって幸せに生活できる「こどもまんなか社会」の実現

・ 未婚化・晩婚化、子育てにかかる費用負担を背景に
少子化が急速に進行

・ 児童虐待対応件数の増加、ヤングケアラー、
こどもの貧困など、
困難を抱えるこどもたちの問題は複雑化・多様化

令和６年度当初予算 １７０．８億円
令和５年度 ２月補正 １．５億円

国と地方が一体となり、ライフステージに応じた、
切れ目ない支援を実施︕︕

結婚・妊娠・出産の希望が叶う環境づくり

結婚、妊娠・出産への支援
○ 【拡充】こうのとり応援事業
○ Myライフプランニングサポート事業
○ とくしま結婚支援プロジェクト加速化事業
○ 地域周産期母子医療センター運営事業
○ 徳島県出産・子育て応援交付金

多様な子育て家庭のつながり促進事業
子育て情報発信強化事業

○ ファミリー・サポート・センター機能強化事業
○ 「働くパパママ」就業促進事業

子育て支援の充実

保育士人材バンク活用促進事業
放課後児童応援し隊事業
認定こども園等におけるＩＣＴ化等推進事業【２月補正】
ＤＸでつながる特別支援教育「しぇあとく」 プロジェクト

○ 「こどもまんなか」を目指した県立学校施設機能強化事業

社会参画や意見表明の機会の充実

保育・教育の質の向上

○ 【拡充】子どもはぐくみ医療費助成事業
○ 保育所・放課後児童クラブ等利用料軽減事業

「こども未来基金」を活用

こどもの健やかな育ちを支える環境づくり

ヤングケアラー支援体制強化事業
社会的養育機能強化事業

○ こども未来応援プラン推進事業
○ こども家庭見守り緊急対策事業

新 ひとり親家庭等のこどもの受験料等支援事業【2月補正】
○ ひとり親家庭等かがやく未来応援事業

「こどもの居場所づくり」支援体制強化事業【2月補正】
こども食堂「開設・運営」サポート事業【2月補正】

居場所づくり

社会的養護の推進、ヤングケアラーへの支援

ひとり親家庭への支援

地域でこども・若者を見守る体制づくり

子育てに関する経済的負担の軽減
こどもの意見反映推進事業

県こども・子育て関連予算 Ｒ５⇒Ｒ６伸び率 ＋９．８％

「こども未来部」として体制強化

1,624,000千円（未来）
110,000千円（未来）

3,500千円（未来）
5,167千円（未来）
81,000千円（未来）
5,784千円（教育）

1,438,104千円（教育）

42,000千円（未来）
10,876千円（未来）
32,980千円（未来）
58,606千円（保福）
82,000千円（未来）

1,476千円（未来）
5,606千円（未来）
2,000千円（未来）
4,925千円（商工）

13,500千円（未来）

10,000千円（未来）
58,450千円（未来）
40,887千円（未来）
70,361千円（未来）

31,493千円（未来）
26,075千円（未来）

13,736千円（未来）
16,500千円（未来）

課

題

方

策

新

新

新
新

新

新
新

新
新

新
新
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生産基盤づくり（農、林、水産）

ＤＸの活用

◆ インフラ施設管理システムの整備

Ⅱ． 魅力度ＵＰ

Ⅲ． 透明度ＵＰ

令和６年度に向けた公共事業（概要）

道路ネットワーク

流域治水

老朽化対策

Ⅰ． 安心度ＵＰ

◆ 緊急輸送道路等の整備

◆ ＩＣアクセス道路の整備

◆ 橋梁の耐震化

◆ 交通安全対策 など

◆ 堤防整備、河道掘削・樹木伐採

◆ 堤防耐震化などの地震・津波対策

◆ 土石流・地すべり対策

◆ 治山ダム・ため池などの整備 など

◆ 道路、河川、砂防、港湾、
農業水利施設などの
計画的な長寿命化対策

◆ 維持補修 など

徳島東環状線 末広住吉工区
（徳島市）

撫養川 （鳴門市）

徳島小松島港 赤石地区
（小松島市）

沼田地区 （美馬市）

公園・港づくり

◆ オロナミンＣ球場の改築

◆ 岸壁整備等の港湾機能強化

◆ 臨海部での企業用地の造成

◆ 臨港道路の整備 など

◆ ほ場の整備

◆ 間伐や主伐後の造林、林道等の整備

◆ 流通拠点漁港の整備 など

緊急輸送道路の整備

港湾の機能強化

ほ場の整備

海部川沿岸地区 （海陽町）

農業用水門の
長寿命化対策

堤防の耐震化

一般公共 ・ 県単公共
国直轄負担金 ・ 災害復旧
県単維持補修

４１５億円
１88億円
８８億円

令和６年度当初予算（案） ６９１ 億円

＜R6当初(案)＋2月補正(案)＝総額７０７億円＞

１６ 億円

令和５年度 ２月補正（案）

◆ 機能を維持する集中的な対策 （R5～R7）
・ 舗装の補修
・ 区画線の引き直し
・ 除草や堆積土砂の撤去 （新たな手法等の試験導入）

「道路３か年リフレッシュ対策」

神山鮎喰線（神山町）

舗装の補修

徳島引田線 名田橋 （藍住町）

橋梁の耐震化

※床版・橋脚補強を実施

（R5通年予算比：+11億円、+1.6％）
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